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こんにちは 松坂みち子 です

１
１
月
８
日
、
和
歌
山
で
は
２
０
回
目

の
「
赤
旗
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
す
。
な

ん
と
９
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。
私
が
和
歌

山
に
戻
っ
て
き
た
の
が
ち
ょ
う
ど
９
年
前
。

な
の
で
、
私
に
は
初
め
て
の
「
和
歌
山
赤

旗
ま
つ
り
」
で
す
。

松
坂
み
ち
子
の
テ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

お
好
み
焼
き
の
模
擬
店
の
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
私
は
、

１
１
時
３
５
分
か
ら
１
３
時
２
０
分
ま
で
、

県
会
議
員
の
松
坂
ひ
で
き
さ
ん
と
一
緒
に

中
央
舞
台
の
司
会
も
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
池
晃
さ
ん
の
記
念
講
演

は
午
後
か
ら
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

１
０
月
は
雨
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
１
１
月
は
降
る
の

で
は
な
い
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
雨
天
決
行
で
す
。

う
た
ご
え
オ
ー
ル
ス
タ
ー

ズ
に
よ
る
う
た
ご
え
広
場
も
あ

る
の
で
す
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
伴
奏
に
は
入
れ
そ
う
に
な
い
の

が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
。

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
制
服
向
上
委
員

会
」
や
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
「
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
サ
ー
カ
ス
」

の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
広
場
も

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
〜

ん
、
来
て
く
だ
さ
〜
い
。

みち子のひとりごと

赤旗まつり

10月10日（土）実行委員会が主催

する「わかやま住民要求研究集会」が

開かれました。

全体集会では、「アベ『地方創生』

を乗り越える －私たちの地域づくり

戦略を示そうー」と題して、徳島大学

名誉教授の中嶋信氏の記念講演があり

ました。

「政府の『地方創生』には、予算額

もメニューも多く、地方議会や行政の

関心は高い。だが、予算が自動的に降

りるわけではない。国は地方版総合戦

略を作成するために様々な“支援”を

行っている。地方は予算が欲しいので、

その“支援”に乗っかって、政府の意

図を踏まえて総合戦略

を作成する。という流

れができている。

『地方創生』という、

自治体が真価を発揮す

べき場面で政府が誘導

し、『地方自治』が軽視されるのは本

末転倒ではないか。政府は基本方針で、

政策5原則（自立性・将来性・地域性・

直接性・結集重視）を強調し、事業の

出発点は『地方自ら考え、責任を持っ

て決める』としている。ここを拠り所

とする。

こんな町に住みたい（基本構想）、

そのためにこれをしよう（基本政策）

を、住民が自ら考え、広く市民へ知ら

せて多数派として、社会へと働きかけ

ていこう」と提起されました。

分科会は、①子育て・教育 ②医療・

福祉・介護 ③産業・経済・まちづく

り ④農業・林業 の4つに分かれ、そ

れぞれ、報告・討議が行われ、私松坂

は、②医療・福祉・介護の分科会に参

加しました。国保の広域化や後期高齢

者医療の問題、介護保険では利用者・

介護労働者両方の立場から課題が出さ

れました。

わかやま住民要求研究集会に参加しました
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第20回和歌山 赤旗まつり
11月８日（日）午前１０時～
片男波公園：雨天決行

参加券 1000円（200円お買物券付）
高校生以下、障がい者の方無料

記念講演：小池晃参議院議員
松島・有本・中之島・宮北・広瀬など経由でバスが出ます。

詳しくはお問い合わせください。

戦
争
法
廃
止
を
め
ざ
す
国
民
連
合
政
府
の
呼

び
か
け
を
中
心
に
、
県
下
各
地
で
行
わ
れ
る
つ

ど
い
や
懇
談
会
に
参
加
し
、
み
な
さ
ん
の
声
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

の
提
案
に
「
う
れ
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
」

「
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
」
と
参
加
者
の
き
ら
き

ら
し
た
表
情
に
私
も
元
気
が
わ
い
て
き
ま
す
。

朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
『
野
党
の
選
挙
協

力
に
期
待
し
て
い
る
』
が
４
８
％
に
上
っ
た
と

い
う
記
事
が
い
ま
ど
こ
に
行
っ
て
も
話
題
に
な

り
、
こ
れ
が
自
信
に
な
っ
て
国
民
連
合
政
府
を

も
っ
と
み
ん
な
に
知
ら
せ
て
い
き
た
い
と
街
頭

宣
伝
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

１
０
月
１
９
日
の
一
斉
行
動

で
は
、
各
地
で
う
れ
し
い
反

応
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
ア

ピ
ー
ル
し
て
安
倍
政
権
を
追

い
詰
め
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
ん
に
ち
は

さ
か
ぐ
ち
多
美
子
で
す

９月末に風邪をこじらせて急性肺炎になり、2

0日ちかく入院・療養しました。病中、たくさん

の方にご迷惑、ご心配をおかけし、またフォロー

もしていただきました。おわびとともに心から感

謝を申し上げます。本当にありがとうございまし

た。

38度以上の熱が数日つづくとあらぬことを考

えてしまうもので、妻になにかほしいものがある

かと聞かれ、天むす（えび天の入ったおにぎり）

とこたえました。おそらく、この世の最後に食べ
たいと思ったのが天むすだったのでしょう。

おなじ病室の福太郎（仮名）さんとお話しする

ようになりました。身よりのない７２歳。重い病

気にもかかわらず、いたってのんきな自由人で、

病室でたばこを吸ったり、用もないのに呼び出し

ボタンを押したり、いたずらばかりしていました。

女性の看護師さんたちも慣れたもので、けっして

怒らない。お見舞いに来る人がいない分、家族の

ように接してあげていました。福太郎さんをみて

いるとあまりに屈託がなく、人間、なにが幸せか

わからないとおもいました。

退院する日の朝、福太郎さんにあいさつをしよ

うとカーテンの中をのぞいたら、まだ眠っておら

れました。もう充分生きた、と言っているような

平穏な寝顔でした。

病院を出て、秋色に変わる街路樹をみながら、

誰でもいつかはお迎えがくる、そのときは、なに

が食べたいなどと騒ぐことのない人間になってい

たいものだとおもいました。

大門みきし エッセイ

「福太郎さんのこと」


